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項 目 要  約 

１．研究の概要 高い安全性と経済性を両立させる設計最適化・革新技術開発を支

える安全基盤技術として、マルチレベル・マルチシナリオシミュレ

ーションシステムの構築ならびに、ナトリウム冷却高速炉に特有で

安全上重要となるナトリウム燃焼およびナトリウムと構造物コン

クリートとの反応性に関する基礎的なコードV＆Vのための実験デ

ータベースの構築を行うことを目的として、以下の研究開発を行

う。 

１）マルチレベルシミュレーションシステム開発

２）シビアアクシデントマルチシナリオシミュレーション

システム開発

３）コードV＆Vのための実験データベース構築

２．総合評価 
Ａ ・既存の安全対策の経験則による部分を、精緻に評価可能なマルチ

シミュレーションシステムの基盤を構築したことは評価できる。

・データベースの充実と構築モジュールの追加により、SMRなどへ

の展開も可能と考える。

・実験データの取得においては、どのようなデータが必要となるか、

指針を示した上でデータを取得するとより良かったと考える。 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


